
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長の時間                  会長 藤本範行君 

皆さんこんにちは。 

来週はクリスマスイブで年

末休会ですから、今日は今年

最後の例会です。今年もあと

今日を含めて 15 日を残すと

ころとなりました。忘年会、

年賀状書き、お歳暮のお届け、

クリスマス、大掃除と日ごろ

以上の仕事や行事に追われそ

うです。どうか健康には十分に気を付けて一つ一つかた

づけていってください。 

 さて先週は、「お正月」の歌にちなんで作曲家の瀧廉

太郎の話をしました。23 歳の若さで惜しい才能と命をな

くした話でしたが、今日は人生50年と言われた江戸時代

に 89 歳まで生き抜き、その年まで生業に勤しんだ絵師、

葛飾北斎の話をします。 

浮世絵界の巨匠・葛飾北斎は、アメリカの雑誌『LIFU』

が特集した「この1000年間で、最も偉大な業績を残した

世界の人物 100人」の中に、アメリカのエジソン、イギリ

スのシェークスピアなどと並んで、ただ一人だけ選ばれ

た日本人なのです。北斎の絵の技法が印象派を代表する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モネやゴッホらにも多大な影響を与えたことが「偉大な

業績」の一つです。北斎といえば、富士山を周辺の各地か

ら眺めて描いた「富嶽三十六景」があまりにも有名です。

あの作品を描いたのは、彼が72歳の時だといわれていま

す。彼は1760年に生まれ、6歳の時から絵を描き始め19

歳の時に浮世絵師の弟子入りをして歌舞伎役者の絵を描

くようになりました。今のプロマイドですね。その後江戸

庶民の女たちを描き、やがて小説の挿絵を描くようにな

り大ヒットしたそうです。その都度改名をして 30回以上

も繰り返し、全く異なる世界を描き楽しんでいます。引っ

越しも好きで、100回を目標として 93回も転々としてい

たそうです。 

 70 歳を過ぎたある時、これまでを振り返って、初めて

絵画の境地に辿り着いたと、彼はこう述べています。「70

歳以前の絵は取るに足らないものだった。73 歳になった

ころ鳥獣虫魚や草木の様子をいくらか悟ることができた。

だから80歳になればより向上し、90歳になればさらに奥

義を極め、100歳で・・・」と。北斎は、80歳を過ぎてか

ら江戸と小布施（長野県）間の 250㌔の道道のりを徒歩で

４回も往復しています。「天保の改革」で倹約令が出され

た時は、路上で絵を売って生活していました。通りかかっ

た小布施の豪商・高井鴻山が高値で絵を買い、北斎にお寺

の天井絵を依頼し描かせています。このとき北斎は８３

歳でした。わが高鍋RCにも石井先生という凄い画家がお

られますが、「石井先生、北斎のように、これからますま
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2730地区ガバナー    野中 玄雄 

中部分区ガバナー補佐    橋口 正樹 

RIテーマ 『世界へのプレゼントになろう』 

第 2730地区テーマ『奉仕は力！活かそう例会』 

高鍋ロータリークラブテーマ 

     『創立 40周年へのプレゼントになろう』 

1月の月間テーマ  

   職業奉仕月間 

 

７．ＢＯＸ披露 

８．各委員会報告   

９．次週例会案内 

10．点  鐘 

11．  

 

 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

  君が代・奉仕の理想   

３．ビジター・ゲスト紹介 

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 

本日の例会案内   

＊夜間例会  18：30～    於；四季亭 

＊新年会  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次週例会案内；1月 14日（1913回） 

＊血圧測定   ＊米山ランチ  

＊月初めのセレモニー  ＊雑誌紹介 

 ＊クラブ研修会 ＊会員卓話―河野君 ＊理事会 

第 1911 回 例会内容 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



すエネルギッシュに精進されてください。創立40周年へ

のプレゼントになってください！」。わがRCには、ほか

にも80歳を超えて、ますますお元気で社会に貢献されて

おられるお方が沢山おられます。私たちのこれからの人

生の生きた見本となっておられる方々ばかりです。一緒

に「世界へのプレゼント」を目指したいものです。 

 北斎が卒寿の歳で息を引き取る時につぶやいた言葉が

残っています。「あと１0年、いやせめてあと5年、生か

してくれ。そうすればまことの絵師になってみせる」と。 

私たちは、「あと 20歳若かったら・・・」などとよく

口にしがちですが、北斎の生き方を見習って生きていけ

たらと思います。残り「95％の遺伝子のスイッチをオンに」

したいものです。そして、最後の最後まで成長できるこの

命を燃やしていきましょう。 

 

■幹事報告＜文書案内＞    幹事 中武泰一郎君 

＊入会3年未満会員の研修会 

 日時 2016年4月2～3日 

 場所 メインホテル 

 登録料 2,000円 

＊西都RC1月例会案内 

＊佐土原RC1月例会案内 

＊ガバナー月信トピックス寄稿 

 のお願い（〆切各月15日） 

   

■ＢＯＸ披露     親睦活動委員長 岩切 洋君 

＜ニコニコ・財団・米山ＢＯＸ＞ 

藤本範行君 クラブ協議会後半の部。各委員長さん宜し 

くお願いします。親睦委員の皆様昨夜は新年度の打合せ 

ご苦労様でした。 

橋口清和君 先週向山君の息子さんと私の息子が宮崎 

市でライブしました。ありがとうございました。 

坂田師通君 今年 1年間ありがとうございました。 

 それから、岩下君の全快を祈ります。 

 

■出席報告       出席副委員長 向山健一君 

出席状況（12/17）  

会  員  数 46名 

出 席 会 員 数 39名 

ホーム出席率 84.78％ 

前々回修正出席率 82.61％ 

 

 

     
ＳＡＡ 岡島達雄君     ソングリーダー橋口清和君 

☆クラブ協議会後半（半期報告） 

親睦活動委員会      委員長   岩切 洋君 

                         副委員長  鍋倉春代君   

委員  長浜 博君  坂田師通君   清水一彦君  

高橋康朗君  木村貞夫君  阿多美千代君 

ようやく半期も終え、当初活動

方針の会員間の親睦を一層深めら

れるように 夜間例会、炉辺会合

を会員の皆様のご協力のもと運営

することができました。 

後期は4月の40周年記念当日に

配偶者の方々の参加、ご協力を頂

くべく、まずは直近の新年会に奥

様方の参加を賜りたいと思います。 

今後とも宜しくお願いいたします。 

 

広報雑誌IT委員会      委員長 緒方郁男君 

    副委員長 道北淳朗君  委員 曽我部幸夫君   

当委員会は、年度方針に則りこ

れまで活動してきました。 

先ず、７月に長年の懸案事項で

ありましたホームベージのリニュ

ーアルを行い、使い勝手が良く見

やすいようにしました。 

  特に本年度は、副委員長の道北

さんを中心に福岡君の協力を得て

「Facebook」を始めることができ情報の発信に活用して

います。登録がまだの人は、是非登録して当クラブのほか、

他の方々と交流を図って下さい。 

又、 ホームベージでは『前会長幹事慰労会＆夜間例会』

『髙鍋大師での観月会』の記事をアップしていますが、 

これからも新着記事を載せていきたいと思いますので、 

原稿のご協力をお願いします。 

その他、毎月の雑誌紹介では出来るだけ詳しく内容を伝

え、ロータリー情報を発信していきたいと考えています。 

 

国際奉仕委員会         委員長 武末喜久治君 

     副委員長 山口純一君  委員 岩村文夫君 

活動計画の中の外国人との親善

交流はいまだに実行に至っていま

せんが、後期に何とか計画したい

と考えています。 

友好クラブの米沢上杉ロータリ

ークラブ副委員長の山口君に担当

してもらいクラブとしては、先般

の米沢での地区大会へ出席を致し

ました。 

書き損じはがきの回収は、年間を通じて行いますが、お

正月を過ぎて出始めることと思います。 

 後半の活動に関しては、委員会としての会合を今年中

に実施するつもりです。残り半期宜しくお願いします。 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

     

クラブ研修委員長      クラブ会報委員長  

福岡直樹君         坂田師通君 

    

奉仕プロジェクト部門長     職業奉仕委員長  

     桑野倫夫君        河野洋一君 

    

社会奉仕委員長      ロータリー財団委員長 

 図師義孝君         柴垣復生君 

    

    石田喜克君     認知症架け橋募金の説明 

                横田麻美さん 

 

 

 

 

四つのテスト  

  

    言行はこれに照らしてから 

     １、真実かどうか 

     ２、みんなに公平か 

     ３、好意と友情を深めるか 

     ４、みんなのためになるかどうか 

   

 

 

 

新「ロータリーの目的」 

  ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎と 

して奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。 

  具体的には、次の各項を奨励することにある： 

第1.知り合いを広めることによって奉仕の機会と 

 すること； 

第2.職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事は 

 すべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する 

 機会としてロータリアン各自の職業を高潔な 

 ものにすること； 

第3.ロータリアン一人一人が、個人として、また 

  事業および社会生活において、日々、奉仕の 

 理念を実践すること； 

第4.奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネット 

  ワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進 

 すること 

付記 

 「ロータリーの目的」の4つの項目は、等しく 

重要な意味を持ち、また同時に行動を起こさなけ 

ればならないものであるということで、RI理事会 

の意見が一致した。（ロータリー章典 26.020） 

 

 

 

        

   

『メ－クアップしましょう』  

県内近隣クラブメ－クアップ会場 

出席委員会 

月 

宮崎南 宮崎観光ホテル西館 8階 

宮崎東 ウェルシティー宮崎 

日向 喜重会館 

火 

日向東 はまぐり荘 

宮崎 宮崎観光ホテル 

西都 ウェディングパレス敷島 

都城北 都城ロイヤルホテル 

水 

日向中央 はまぐり荘 

宮崎北 ホテルマリックス 

都城西 ホテル中山荘 

佐土原 シェラトングランデオーシャン5階 

木 
宮崎中央 サミット・クリスタルルーム 

都城中央 ホテル中山荘 

金 
宮崎西 宮崎観光ホテル 

都城 メインホテルナカムラ 

 

 

   


